ヨーロッパ大航海時代と「 聖杯騎士伝説 」 : ポルトガル「エスタード・ダ・インディア」そして英蘭東インド会社の 世界進出における人文地理学的考察 by 川西 孝男 & Takao Kawanishi
ヨーロッパ大航海時代と「 聖杯騎士伝説 」 : ポ
ルトガル「エスタード・ダ・インディア」そして英
蘭東インド会社の 世界進出における人文地理学的
考察
著者 川西 孝男
雑誌名 人文地理学会2019年大会 研究発表要旨
発行年 2019-11-07
URL http://hdl.handle.net/10236/00028287
1 
 
ヨーロッパ大航海時代と「聖杯騎士伝説」 
――ポルトガル「エスター ド・ダ・インディア」そして英蘭東インド会社の世界進出における 
人文地理学的考察―― 
 
Legend of Holy Grail’s Knight in Europe’s the Age of Discovery from the 14th to 
17th century - Human Geographic Examination about advance to the World from 
Estado da Índia, to EIC and VOC- 
 
川西 孝男（京都大学・人文科学研究所） 
Dr. KAWANISHI Takao (Institute for Research in Humanities, Kyoto University) 
キーワード：十字軍騎士団、テンプル騎士団、「グローバル十字軍」、聖杯騎士伝説「パルツィヴァール」、アンデ
クス・メラン大公家、大航海時代、ポルトガル海上帝国、英蘭東インド会社 
Keywords:  Knights Crusader, Knights Templar, “Global Crusader”, Legend of Holy Grail Knight “Parzival”, 
Haus Herzog Andechs Meran, the Age of Discovery, Estado da Índia, British East India Company(EIC), 
Verenigde Oostindische Compagnie (VOC) 
 
はじめに 
 十字軍騎士団の主力であったテンプル騎士団は14世
紀初頭、フランスの弾圧によって壊滅させられ、これ
によって聖地エルサレム奪還を目指し、200年以上に
及んだ十字軍の時代も終焉を迎えたとされる。しかし、
その後騎士団の再結成が計られたことはほとんど知ら
れていない。 
 本論は、この十字軍騎士団再結成の動きを当時のポ
ルトガル王国を中心に、同国の海上遠征から始まった
大航海時代において「聖杯騎士伝説」がその精神的支
柱となり、航海の推進と新大陸への進出の原動力であっ
たという新たな視点を提唱し、これを人文地理学的ア
プローチから例証する。 
 十字軍後期の13世紀前半に流布された聖杯騎士伝説
であるヴォルフラムの「パルツィヴァールParzival」
は、十字軍の終焉と共存への新時代の到来を目指して
作成された。この伝説は大航海時代と関わりのないも
のとされていたが、本論ではポルトガル王国によって
テンプル騎士団や十字軍騎士団、そして「聖杯騎士伝
説」が保護・継承され、この「パルツィヴァール」の
聖杯騎士そして聖杯王の言行に基づいて大航海時代が
推進されていたことを明らかにする。そこには神聖ロー
マ帝国のヴォルフラムそして伝説の完成を支援したア
ンデクス・メラン大公家の精神が、同家ゆかりの聖エ
リザベートそしてその聖女伝説とともにポルトガルそ
して大航海時代に継承されていた。 
さらに、十字軍遠征や12世紀ルネサンスによってア
ラブ、アジアからもたらされた当時の先進科学や各国
の現地情報を元に当初、エルサレムに代わるインド（イ
ンディア）を中心とした全世界での聖杯そして聖杯騎
士の探索、さらには共存的交易・外交を目指した大航
海時代が、やがて軍事力を背景に交易や海外拠点の拡
大などを目的とする「グローバル
、、、、、、
（型）
、、、
十字軍」
、、、、
に
、
変
、
容
、
し、
、、
遂行
、、
され
、、
た
、
という視点を提唱し、日本にまで至
るポルトガル海上帝国（エスタード・ダ・インディア）
が樹立され、後のイギリス東インド会社（EIC）やオ
ランダ東インド会社（VOC）に受け継がれたことを例
証する。そこには十字軍時代の地中海、バルト海といっ
た「内なる海」から、真の「大海原」に理想郷や新天
地を求めて探検・航海を繰り返す大航海時代における、
未知の異文化圏に宗教や商取引を通じて進出し得る、
新たな時代のキリスト教騎士そして十字軍像への志向
があったことに及びたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図1. Dinis I de Portugal1261-1325 & St. Elizabeth1271-1336 
 
図2. Ordem de Cristo, in Arquivo Nacional Torre do Tombo 
& Rose Miracle of Elisabeth von Thüringen and Portugal 
 
図3. Andechs-Meranier, Schlackenwerther Codex von 1353 
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図4. Prince Henry the Navigator 1394–1460 & Ordem Militar  
de Cristo’s ship for Navigation ( Maritime Museum, Lisbon) 
 
図5. Berner Parzival in 1467, Bern, Burgerbibliothek 
 
図6. The Cantino planisphere, 1502 (Biblioteca Estense, Italy) 
   
図7. Prester John, “Preste” as the Emperor of Ethiopia, 1558. 
(British Library) & Holy Grail in Valencia, Spain  
 
図8. the Portuguese Eastern empire, Estado da Índia(c.1550) 
  
図9. British East India Company EIC ship & Dutch’s VOC    
 
図10. Insulae Indiae Orientalis (ca, 1650) 
 
 図11. https://www.worldatlas.com/articles/what-was-the-age 
-of-explo ration-or-the-age-of-discovery.html 
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